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あらまし：本稿では，産学連携型ＰＢＬ科目を実施している大学の教員への聞き取り調査によって，振り

返りに着目したルーブリックを開発した。そして、その過程において，教員が考える「学生の良い振り返

り」を明らかにした。そして，開発したルーブリックを使って，授業評価を行った。 
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1. 問題と目的 

近年，大学教育において地域や企業と連携をし，

体験を通じて学ぶ教育方法の重要性が高まっている。

これらの教育方法は，学生の学習意欲の向上や，目

的意識を持った自立的な学習者の育成につながる

（河井・木村 2013）という点で大学教育に導入する

意義が大きい。高橋ら（2015）は，学生の学習意欲

の向上について，授業外学修時間や学生の意識と行

動の変化をアンケート調査によって明らかにしてい

る。しかし，目的意識を持った自立的な学習者の育

成につながったかどうかを検証しているとは言えな

い。そこで，本稿では，１年次前期の正課の授業で

企業と連携して実施しているＰＢＬ科目（以下，産

学連携型ＰＢＬ科目）を調査対象として，学生の振

り返りに着目したルーブリックを開発し，目的意識

を持った自立的な学習者の育成につながっているか

どうかの検証を行う。 

 

2. 調査対象のカリキュラムについて 

調査対象の産学連携型ＰＢＬ科目は，「自分から動

く自立的・主体的な力を養うこと」を授業目標に掲

げている。そのカリキュラムは，図表１の通りであ

る。学生が５～７人でチームを組み，前半と後半で

二つの企業から出される課題に取り組む。一つの企

業から提示される課題に，６週間（６コマ）で取り

組み，最終回では課題解決策を，チーム毎に企業に

プレゼンテーションする。また，二つめの企業でチ

ーム変えをして，自分の力を自覚するために複数の

役割を経験させている。最終プレゼンテーション後

には振り返りの時間を十分に取る。常に自分の考え

を言語化・意識化させ，チーム内で共有することに

よって，学びをより深めることを狙っている。１５

コマ目の授業では，学部のシラバスを説明し，この

授業で取り組んだような課題解決力を身に付けるた

めには，どのような科目を履修すればよいか，実践

力を補強する知識を学べる科目はどの科目であるか

を伝えて，２年次以降の履修イメージを持たせるよ

うにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 調査方法および結果 

１年次前期の正課の授業で，産学連携型ＰＢＬ科

目を実施している首都圏の私立Ａ大学の教員に，非

構造化面接（インタビュー）１時間半程度を３回行

った。ルーブリックの作成は手間がかかることから，

調査協力者の負担軽減を図るため，次のような手順

で進めた。１回目は，授業の目的，到達目標，振り

返りの内容と方法について，ヒアリングと進め方の

打ち合わせを行った。その後，学生の振り返りレポ

図表１ カリキュラム 

【授業目標】自分から動く自立的・主体的な力を養うこと 

 ｺﾏ 企業参加 内容 

 １  マインドセット・ビルディングﾞ 

企 

業 

事 

例 

Ａ   

２ ○ 企業Ａからの課題提示 

３  グループ活動（情報収集） 

４ ○ 中間発表（企業への一次提案） 

５  グループ活動（議論） 

６  グループ活動（準備） 

７ ○ プレゼンテ―ションと講評（企業Ａ） 

 ８  前半の振り返り・チーム再編 

企 

業 

事 

例 

Ｂ 

９ ○ 企業Ｂからの課題提示 

10  グループ活動（情報収集） 

11 ○ 企業への一次提案 

12  グループ活動（議論） 

13  グループ活動（準備） 

14 ○ プレゼンテ―ションと講評（企業Ｂ） 

 15  全体の振り返り 
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ートのデータ（※個人情報を消去，整理番号と回答

データのみ）を提供していただき，筆者の方で整理・

分析を行った。２回目は，学生の振り返りレポート

（図表２）３０件のデータ分析を参考にしながら，

教員から「学生の良い振り返り」のヒアリングを行

った。そして，ヒアリングで書き起こしたテキスト

データを参考にして，ルーブリック（案）を作成し

た。３回目は，作成したルーブリック（案）をもと

に，評価観点と評価基準を中心に教員からインタビ

ューを行った。 

このようなプロセスによって，「学生の良い振り返

り」と「そうでない振り返り」を評価するルーブリ

ック（図表３）を開発した。なお，ルーブリックの

作成は，スティーブンスとレビ（2014）を参考にし

た。 

作成したルーブリックから，振り返りレポートを

見て，授業での学びについて抽象的概念化ができて

いるか，その学びを今後の学生生活に生かそうと考

えているかを評価していることがわかる。つまり，

目的意識を持った自立的な学習者の育成につながっ

ているかどうかは，学生が経験学習サイクルを回す

ことができているか」がポイントでなる。 

今年度の授業について，開発したルーブリックで

授業を評価すると，授業での学びについて，「具体的

な状況や体験を書いて，そこから他の場面でも応用

できる教訓を明確に言語化できている」学生は６人，

「抽象化した学びを，新しい具体的な状況に適用し

ようとしている」学生は５人，「適用する場面が，大

学内だけでなくそれ以外にも広がっており，かつ，

具体的な状況が書けている」学生は１人であった。

図表４は、３つの評価観点でレベル３と評価された

学生のレポートである。 

 

4. 今後に向けての課題 

教員，SA等がどのような関わり方をすることが，

学生の「経験を学びに変換すること」に有効なのか，

を明らかにしていきたい。 

なお，開発した振り返りルーブリックは，能動的

な学習の評価ツールとして，他の授業での活用も示

唆される。具体的には、地域の課題に取り組むＰＢ

Ｌでの活用やインターンシップの振り返りの授業等

での活用が考えられる。それ以外の授業においても，

グループ活動における振り返りの支援ツールとして

使うことが考えられる。 
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図表３ 振り返りルーブリック 

【定義】学生の授業での学び（振り返りレポートに書かれている内容）を評価するルーブリック 

評価観点 レベル３ レベル２ レベル１ 

①授業での学びについて，
抽象的概念化ができて
いるかどうか。（教訓を
引き出せているか） 

授業での学びについて， 
具体的な状況や体験を書
いて，そこから他の場面で
も応用できる教訓を明確
に言語化できている。【６】  

授業での学びについて， 
具体的な状況や体験を書
かずに，抽象化している。
他の場面では応用が効か
ない個別性の高い教訓に
留まっている。【２２】 

授業での学びについて， 
具体的な状況や体験しか
書けていない。感想，思い
出レベルの記述である。
【２】 

②抽象的概念化した学び
を，新しい状況に適用し
ようとしているかどう
か。 

抽象化した学びを，新しい
具体的な状況に適用しよ
うとしている。    
【５】 

抽象化した学びを新しい 
状況に適用しようとして
いるが，その状況が具体的
でない。【２１】 

抽象化した学びを新しい 
状況に適用しようと考え
ていない。【４】 

③新しい状況に適用しよ
うと考えている範囲の
広さと内容が具体的か
どうか 

適用する場面が、大学内だ
けでなくそれ以外にも広
がっており、かつ、具体的
な状況が書けている。【１】 

適用する場面が、大学内だ
けでなくそれ以外にも広
がっているが、具体的な状
況は書けていない。【１３】 

適用する場面は、大学内の
みである。    【１６】 

※【】内の数字は，学生の振り返りレポートをレベル別に集計した評価した結果である。 

図表２ 振り返りレポート 
Ｑ１. この授業で学んだことは何ですか？ 
Ｑ２. それは、あなたにとってどのような意味があるのですか？ 
Ｑ３. この授業で学んだことを、今後、どのように生かしたいですか？ 

図表４ 学生のレポート（３つの評価観点がすべてレベル３） 
Ａ１：班の活動において、協調性が人間関係にどれだけ重要かを学びました。 
Ａ２：協調性に関して、周りの人を理解することで視野が広がり、新しい価値観を知ることができると思います。 

Ａ３：グループ活動で生かしていきたいです。とりあえずやってみようという前向きな気持ちをグループの人達にも影響を 
与える取り組み方をしていきたいです。また、授業内だけでなくアルバイトの人間関係においても、この授業で学んだ 
協調性を生かして、良い人間関係を築いていきたいです。 
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